
 

 

 

 

 

 

① 【 Thinkinng Time  】の徹底 

 ・毎日の授業で、子どもが深く考え、多様な考えが引き出せるような視点やポイント（要点）を

示し、考えさせる時間を必ず５分以上複数回取り入れる。  

②  【 Critical Thinkinng 】の徹底 

 ・課題解決に向かって子どもたちの思考を高め、より良い考えを求めていこうとする「根拠に基

づいた考え交流」や教師による「切り返し発問」を取り入れるとともに、「考え、議論する」授

業を行う。 

③  【 Active  Learninng 】の徹底 

 ・毎日の授業で探究的、体験的及び交流的な活動を工夫して自己表現や共通理解ができるアクテ

ィビティな活動を１０分以上設定する。 

 

 

 

①  「みうらスタイル」をもとにしたアクティビティな授業改善 

②  コミュニティ・スクールとして地域とともに行う体験活動の工夫改善 

③  家庭学習と学びの 21 世紀塾との連動した取組 

④  語彙を増やし、表現できるための毎日１回以上の辞書活用と短作文に取組 

⑤  ４年生以上の毎日１ページ以上、知識や語彙を増やす活動を自主学習ノートの取組 

豊後高田市立 三浦小学校 

学力向上プランの概要 

効果のある取組事例 

【別紙様式】 



平成28年度「授業改善 みうらスタイル」
◎日々の授業を大切にし、

プロとしての誇りをもって、授業改善に取り組もう！

『１時間完結』型授業みうらスタイル

○毎週の「英語活動」の学習過程を通常の授業でも取り入れよう。

① Warming up【挨拶・復習】・・短時間で復習をしっかり行い、本時につなぐ。

↓

② Presentation 【課題】・・・課題の明示を必ず行い、何を学ぶかつかませる。

↓

③ Activity 【活動】・・・・話し合い・学び合いを積極的に取り入れる。

↓

④ Review 【振返り・まとめ】・・本時のまとめをし、ミニテスト等を行う。

【確認事項】

○「課題」・「まとめ」のカード（マグネット）は、毎時間使用する。

○教師の説明を減らし、子どもの話し合い・学び合いを増やす 。

『板書とノートの一体化』みうらスタイル
【板書】 【ノート】

日付

課題 → ノートにも同じように書かせる。

（青線で囲む）

活動（考えを持つ・出し合い） Ｔｈｉｎｋｉｎｇ Ｔｉｍｅ

ホワイトボードの利用 自分の考えをノートに書かせる。

グループ・ペア学習（話し合い）→ （考え方の変化等も必要に応じて

ミニ先生（学び合い） ノートに書かせる。）

ワークシートの利用 等 Ａｃｔｉｖｅ Ｔｉｍｅ

まとめ → ノートに本時を振り返りながら

※ミニテスト等も貼っておく。 まとめさせる。（赤線で囲む）

【確認事項】

○児童に赤・青鉛筆（又はペン）を持たせておく。

○ノート提出や展示会を意識させ、文字を丁寧に書かせる。



『学び合い活動－アクティブ・ラーニング－』みうらスタイル

①課題に対する自分の考えを書かせる。 Ｔｈｉｎｋｉｎｇ Ｔｉｍｅ

（ノートに・ホワイトボードに・ワークシートに）【５分以上の思考時間】

②ペア・グループで話し合わせる。 Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｔｈｉｎｋｉｎｇ

（自分の考えを伝え、他の人の考えを聞く）

（自分の考えを修正して持てる） 【１０分以上の交流時間】

③考えを発表させる。 Ａｃｔｉｖｅ Ｔｉｍｅ

Ａｃｔｉｖｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ

※「今、ここまでの考えです。」途中の考えの話形発表の奨励

④分からないところは、分かる子が、ミニ先生（お助けマン）になって教える。

【確認事項】

○毎日国語・算数を中心に最低１時間はこの『学び合い活動』を取り

入れた授業を行う。

○自分の考えを持たせ（書かせ）、（修正しながら）発表させる。

『発表・表現活動』みうらスタイル
①始業前等・・・・朝（その他）のあいさつを自分から元気よくする。

②朝(帰り)の時間・歌・音読・暗誦・群読等で腹から声を出す習慣づけをする。

③授業中・・・・あいさつ・返事・発表の時、しっかり声を出す。

④集会・・・・・意見・説明等

（事前練習を十分に行い、ノーペーパーでしっかり発表する。）

感想（集会前に予告しておき、感想を持ちながら聴き、

自分の思いをしっかりと発表する。）

⑤英語活動・・・あいさつ・歌・活動等に、進んで参加し、しっかりと声を出す。

【確認事項】

○毎日朝・帰りの２回必ず声を出す活動（歌・暗誦・音読・群読等）

をする。 （帰りは短くてもよいので声を出し、気持ち良く帰る。）

○返事が返って来るまで、何度でも問いかける。

（返事・反応をする癖をつける）

○集会等の発表者は早めに決め事前指導を必ず行い、家庭とも連携し、

十分練習させる。（ノーペーパーでの発表を当たり前にする。）

○集会での感想発表は、必ず事前に予告しておく。

（聴きながら自分の考えを持てるよう、心の準備をさせる。）


